
 

令和６年４月号掲載 

男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

     政府は、入学・就職等に伴い、若年層の生活が大きく変わることから、性 

暴力被害に遭うリスクが高まる４月を「若年層の性暴力被害予防月間」と定 

めています。 

     １０代、２０代の若者が、強引にあるいは言葉巧みに、AV 出演を強要された

り、JK ビジネスやレイプドラッグ等といった犯罪に巻き込まれたりするケース

が後を絶ちません。そこで若年層が性暴力の加害者、被害者、傍観者にならない

ための広報・啓発を強化し取組んでいます。 

 

Ｑ１０６  「性暴力」って何？ 

 

Ａ１０６  もんぶ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同意のない性的な行為は「性暴力」 

あなたのこころとからだは、あなた自身のものです。いつ、どこで、 

だれと、どのような性的な関係を持つかは、あなたが決めることです。

同意のない性的な行為は「性暴力」です。 

 相手と対等な関係でなかったり、嫌だと言えない状況であったりした

なら、本当の同意があったことになりません。 

 また、一つの行為に同意をしたとしても、他の行為に同意したことに

はなりません。 

 同意のない性的な行為は、犯罪となる場合もあります。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性暴力とは 

●着替えやトイレ、入浴をのぞかれた 

●プライベートゾーンを触られた 

●望まないキスや性行為をさせられた 

●避妊に協力してくれない 

●アルコールや薬物を使用して性行為をされた 

●下着姿や裸の写真、動画を撮られた 

●SNSで知り合った相手から性的な被害を受けた 

●痴漢にあった 

 
性暴力に対するよくある思い込み 

 性暴力は、年齢・性別にかかわらず、被害に遭うことがあります。周

りの人が、性暴力に対する誤った思い込みを持って接することで、被害

にあった方をさらに傷つけてしまうことがあります。日ごろから性暴力

について正しい知識を持っておくことが大切です。 

被害を相談されたら 

性暴力の被害者が、最初に相談する相手としては、友人・知人が多く

なっています。大切な人が被害にあうと、家族や周りの人もショックを

受け、どのように対応してよいかわからなくなるかもしれません。 

被害にあわれた方にとって、周りの人の支えや適切な対応は、大きな

力になります。打ち明けてくれた人の気持ちに寄り添うことを第一に、

接してみてください。そして、被害を相談しやすい社会をみんなで作っ

ていきましょう。 

例えば… たｔ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所 共同参画 ２０２４年３・４月号 

よくある思い込みで、「若い女性だけが狙われる」「露出度の高い服を

着ていたせいで被害にあう」といったものがありますが、男性も被害に

あっていますし、こどもや高齢者の被害もあります。どのような服でも

被害にあうことがありますし、相手が同性のこともあります。悪いのは

加害者です。自分を責めたり、周りの人も、決して被害者を責めないで

ください。性犯罪・性暴力は、重大な人権侵害であることを意識してい

くことが大切です。 


